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国立公園区域

隣接地区

摩周カルデラ

2011年→2019年
・樹木(2m以上)の減少
エゾシカによる影響増加 ？

ポンポン山

2011年→2019年
・噴 気孔原植生の減少

・外来種の侵入・増加

【エゾシカによる影響増加】

屈斜路湖中島

2011年→2019年
・樹木(2m以上)の減少
・林床のササが消失

・不嗜好種の増加

・外来種の増加

【エゾシカによる影響増加】

阿寒湖地域

2011年→2019年
エゾシカによる影響有。

大きな変化なし

テキスト

阿寒摩周国立公園における主なエゾシカ被害状況（植生モニタリ ング） 資料2-4  

出典：国土交通省国土数値情報ダウンロードサイト（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html）より加工
国土地理院ウェブサイト（https://fgd.gsi.go.jp/）
令和元年度 阿寒摩周国立公園エゾシカ対策植生状況調査及び対策検討業務

和 琴半島

2011年→2019年
エゾシカによる影響小。

大きな変化なし

2020年、噴 気孔植生に
被害が出始めている


